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損害防止サーキュラー No. 02 – 10 
 
 
反海賊行為－BMPを順守せよ！ COUNTER PIRACY – FOLLOW BEST 
MANAGEMENT PRACTICES (BMP) 
 
背景 
2009年中、アデン湾における海賊行為は大幅に減少した

が、同時期のソマリア流域・インド洋における海賊行

為は最高レベルに達した。どちらの海域もいまだに海

賊行為の極度のリスクを伴う地域とみなされなければ

ならない。海賊行為が増加の一途をたどるソマリア沿

岸の海域において、海賊活動が能力と意思の両方を備

えていることは明確だ。統計は、2009年後半における海

賊行為、同じ年の前半に起こったものよりも、極めて

広い海域を網羅していたことを表している。統計はま

た、商船の自己防衛対策が海賊の打破において重大な

役割を担っていることも示す。海賊行為の総数は増加しているが、そのうちの成功数は減少

している。それに加えて、ハイジャックされた船舶のほとんどはMSCHOA1に登録されていなかっ

たこと、それらの船舶が航行活動についてUKMTO2に報告していなかったこと、またBest 
Management Practicesを利用していなかったこともまたはっきりした。 
今回のサーキュラーの目的は、海賊行為の動向、MSCHOA登録の重要性、そして船舶による自己

防衛の手段と訓練の重要性を明らかにし、MSCHOAによって導入された最近の決定事項に関する

情報を提供することにある。 
 
アデン湾 
2009年3月から12月にかけてアデン湾では、総数72の海賊行為が行われたが、そのうちの20％だ

けが海賊行為として成功に終わった。約半数の成功しなかった攻撃において、海賊行為打破

のきっかけは商船が持つ自己防衛手段であった。海賊行為の成功率のピークは2008年後半で50
%であったが、それ以降は着実な減少をみせ、現在は20%以下となっている。それは商船の独

自の対策と海軍の介入3とのコンビネーションが非常に有効であることを示している。 
 
 
 
                                                 
1 Maritime Security Centre (Horn of Africa)(MSCHOA)(海上警備センター - アフリカの角)はGroup 
輸送システムを運営する。全ての船主とオペレーターはアデン湾を通過する船舶についてMSCHOAの
ウェブサイト上で（またはMSCHOAへのEメールで）登録するよう勧告されている。 
2 The UK Maritime Trade Operations (UKMTO Dubai)はVoluntary Reporting 
Schemeが対象とする海域を航行する商船の管理を行っている。その地域での活動はUKMTO 
Dubaiに報告されるべきであり、もし航海中海賊行為に遭遇してしまったら最初に連絡する機関はUK
MTO Dubaiである。 
3 Military Decisive 
Interventionは、アデン湾を通過する船舶に対する急迫の海賊行為に関する情報に基づいてなされる。

最も近い軍用艦艇がある一定の対応時間内に援助提供を試みる。現在、平均的対応時間は15～20分
である。ハイジャックのような海賊行為を防止するために海軍がDecisive 
Interventionにより活動したのは全体の30%未満であった。 
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ソマリア流域・インド洋 
2009年3月から12月にかけてソマリア流域では、総数85の海賊行為が行われた。船舶のハイジャ

ックに終わったのはそのうちの3分の1だけで、総数の約55%において海賊行為打破の要因とな

ったのはやはり商船が持つ自己防衛手段であった。海賊行為の成功率は、ピークであった2008
年後半にはほぼ60%であったが、2009年には約30%への減少を見せている。この海域にはあまり

多くの海軍駐留がないことから、この海域において海軍が決定的に介入した事例はこれまで1
つあっただけである。現在、同海域に駐留する海軍にとって、そのような広大な海域の警備

をすることは不可能であることから、商船、船主、そして乗組員が、起こりうる海賊行為に

対して適切に計画立てて備える必要がある。 
 
船長のための反海賊行為に関する冊子- Masters’ Anti-Piracy Briefing Package 
スエズ運河を南下する特定の船舶は、2010年1月20日以降、Suez Canal Authority/EUNAVFORよりMasters 
Anti-Piracy Briefing 
Package4を受け取ることができる。このPackageを提供される船舶は、次の基準によって選定され

る。速度（15キロノット未満）、乾舷（7メトリックトン未満）、そして海賊行為という脅威

に直面することへの自覚とそれに対する備えの程度である。その査定はポートサイド（Port 
Said）において乗船する1人目のパイロットにより行われ、イスマイリア（Ismailia）において乗

船する2人目のパイロットが船長にその冊子を届けることとなる。選定基準が満たされないと

しても、船長はそのような冊子を求めうる。5 
 
反海賊行為チャート- The Anti-piracy Chart (Q6099) 
アデン湾に入る前の訓練と準備のためのガイダンスとして船上で使用するため、The Anti-Piracy 
ChartというものがMSCHOAによって作成されている。Best Management 
Practicesとその報告手順に従わないことが、結果として、海賊行為を予防し抵抗する能力を弱

めることになるため、MSCHOAはBMPs全体の概観を反海賊行為チャートに含めている。チャート

は世界中の海図を扱う海事関係者に配られており、現在はLlist of Admiralty 
Chartという名前で取得可能である。チャートは、海賊行為の起こるリスクが高い海域に入る際

の徹底的なチェックリストとして有益である。6 
 
 
 

                                                 
4 Master’s Anti-piracy briefing packageは、次のものを含んでいる。(1)『Counter 
Piracy』たる船長のためのアドバイスとチェックリストを載せた冊子、(2) BMPsのDVD、(3)『How to survive 
a piracy attack』たる印刷物とアンケート。詳細はwww.mschoa.orgでも入手可能。 
5 GardのLoss PreventionサーキュラーNo. 07-08『Master’s brief before entering a high risk piracy area』も参照のこと。 
6 
対象となる海域における不審な出来事や海賊行為を報告により、その海域内の全ての船舶へ警告

を発することができる。これらの警告は、海域内の他船舶にとって、その海域を避けるため、又

はそれが可能でないとしても、起こりうる海賊行為に適切に備えるための早い段階での通知とな

る。 
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アドバイス 
アデン湾及びインド洋の西部を通過する船舶は、どれも海賊行為の危険というものに潜在的

にさらされている船舶と考えられるべきである。全ての船主とオペレーターは、主要な業界

団体、ITF、EU 
NAVFORによってサポートされているBMPsに従うことを強く勧められる。インド洋においては、

大きさ・速度に関わらず、どのような船舶であっても、、海賊行為のかっこうの的となって

しまう。船主は、これらの海域においては、海軍へ援助を求めうる又は海軍からの早急な対

応が得られることを当てにすべきではない。取られる最良の対策は船舶の航海についてMSCHOA
へ登録すること、その位置をUKMTO 
Dubaiに報告すること、そしてBMPsに基づいて活動することである。MSCHOA、UKMTO 
Dubai又はIMBによって発せられる潜在的海賊脅威への警告はどれもしっかり守られるべきであ

り、船長もそれによって、より活動範囲の広い航海計画を立てることができる。7 
 
BMPsは業界が保有する最良の対策である。これらの対策によって、乗組員は海賊行為に対処す

るための最良の準備と訓練をすることができ、また船舶は海賊行為の際の防御能力を高めこ

とができる。企業がリスクを見極めるためにBMPsに則った安全政策を設け、必要に応じて特定

の船舶に適用することは、絶対不可欠である。 
 
高リスクの海域は常に動きのあるものであり、絶え間ない注意が必要である。インド洋にお

いては、特定の経線より東方が必ずしも安全というわけではない。むしろ状況に応じて準備

・計画し、常に警戒しておき、BMPsに従い、発せられる警告に注意を払っておく必要がある。

アデン湾においては、見張りを継続して配置しておくことで、海賊活動が増加傾向にはない

現在の状況下では、ハイジャックは防げるのではないか。海軍が駐留しているとはいえ、ア

デン湾はPiracy Freeの海域ではない。 
 

                                                 
7対象となる海域における不審な出来事や海賊行為を報告により、その海域内の全ての船舶へ警告

を発することができる。これらの警告は、海域内の他船舶にとって、その海域を避けるため、又

はそれが可能でないとしても、起こりうる海賊行為に適切に備えるための早い段階での通知とな

る。 
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